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一
　
は
じ
め
に

　「
日
本
哲
学
が
世
界
哲
学
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
を
考
え

る
前
に
、
ま
ず
「
日
本
哲
学
が
海
外
で
ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
て
い
る
か
」

を
問
い
か
け
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
と
っ
て
「
海
外
」
は
決
し

て
英
語
圏
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
言
語
圏
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
四
年
に
南
山
大
学
で
「
海
外
に
お
け
る
日
本
哲
学
の
展
開
」
と

い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
後
にJapanese Philosophy 

Abroad, 2004

）
1
（

と
そ
の
和
訳
で
あ
る
『
日
本
哲
学
の
国
際
性
』（
二
〇
〇

六
年
）
2
（

）
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
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と
い
う
出
版
企
画
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。「
完
成
に
は
二
、
三
年
を
要
す
る
は
ず
で

あ
る
」
と
予
想
さ
れ
た
が
、
出
版
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
一
年
で
あ
っ
た）

3
（

。

空
海
か
ら
柄
谷
行
人
ま
で
一
五
六
人
も
の
哲
学
者
・
思
想
家
を
原
著
（
部

分
）
の
英
訳
と
共
に
紹
介
し
て
い
る
。「
日
本
哲
学
を
世
界
の
共
有
財
産

に
し
て
い
く
上
で
、
画
期
的
な
一
冊
と
い
え
る
」
と
報
道
さ
れ
た）

4
（

。

　
早
速
、
同
年
一
二
月
に
香
港
中
文
大
学
で
はJapanese Philosophy 

as an Academ
ic D
iscipline

と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

『
資
料
集
』
の
刊
行
を
祝
う
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
哲
学
の
国

際
化
に
向
け
て
真
剣
に
議
論
を
行
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
年
三
月

に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
ば
か
り
で
、
日
本
哲
学
・
思
想
の
真
価
が

問
わ
れ
た
と
き
だ
っ
た
。

二
　
香
港
、
そ
し
て
中
国
と
台
湾

　
さ
て
、「
中
国
と
台
湾
の
日
本
哲
学
研
究
」
と
い
う
発
表
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
先
に
香
港
で
の
日
本
哲
学
研
究
を
紹
介
す
る
理
由
は
、
私
が
香
港

出
身
で
（
東
北
大
学
留
学
を
経
て
）
香
港
中
文
大
学
で
勤
務
し
て
い
る
か

〈
特
集
２　

世
界
哲
学
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
哲
学
〉

張
　
　
　
政
　
遠
　

　
中
国
と
台
湾
の
日
本
哲
学
研
究
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れ
、
翻
訳
チ
ー
ム
が
結
成
で
き
た
。
翻
訳
の
人
材
を
求
め
る
な
ら
ば
、
中

国
に
視
野
を
広
め
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

　
中
国
の
日
本
哲
学
・
思
想
の
研
究
に
関
し
て
は
、「
中
華
日
本
哲
学
会
」

と
い
う
学
会
が
あ
り
、
毎
年
年
次
大
会
を
主
催
し
て
い
る
。「
中
華
日
本

哲
学
会
」
の
メ
ン
バ
ー
は
主
に
日
本
学
・
日
本
思
想
を
研
究
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
近
代
日
本
哲
学
・
現
代
日
本
思
想
へ
の
関
心
も
強
い
。
ま
た
、

「
中
日
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
団
体
も
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
哲
学
会

と
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
が
共
催
す
る
哲
学
的
学
術
交
流
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
昨
年
の
九
月
に
「
中
日
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
広
州
中

山
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
台
湾
の
学
界
に
お
い
て
も
、
こ
の
十
数
年
、
日
本
哲
学
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
台
湾
大
学
高
等
研
究
院
・
台
湾
師
範
大
学
の
『
臺
灣
東
亞

文
明
研
究
學
刊
』
の
特
集
「Japanese Philosophy in the G

lobal 
Perspective

」（2012

）
を
皮
切
り
に
、
台
湾
大
学
の
『
東
亞
文
明
』
叢

書
に
は
多
く
の
研
究
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
日
本
倫
理
学

與
儒
教
伝
統
）
5
（

』
と
い
う
本
に
お
い
て
は
、
頼
住
光
子
の
論
文
「
和
辻
哲
郎

の
思
想
の
根
基
」
も
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
研
究
院
で
は
「
京
都

学
派
と
新
儒
教
と
の
対
話
」
と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
が
、

進
行
中
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
廖
と
私
が
参
加
し
て
い
る

「
日
治
時
代
に
お
け
る
台
湾
哲
学
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ

れ
は
一
八
九
五
│

一
九
四
五
年
の
間
に
台
湾
人
が
日
本
語
で
書
い
た
哲
学

的
論
著
を
読
み
直
す
作
業
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
林
と
私
が
編
集
す
る
『
日
本
哲
学
読
本
（
戦
前
編
と
戦
後
編
、

ら
で
あ
る
。
香
港
に
は
日
本
哲
学
の
研
究
者
が
皆
無
だ
っ
た
が
、
同
じ
く

香
港
出
身
の
林
永
強
（
当
時
香
港
教
育
学
院
所
属
。
以
下
、
敬
称
略
。）
と

一
緒
に
日
本
哲
学
の
脱
鎖
国
化
を
考
え
て
い
た
。
香
港
は
立
地
の
良
さ
か

ら
国
際
会
議
に
適
し
た
場
所
で
あ
り
、
特
に
中
国
・
台
湾
か
ら
の
研
究
者

の
呼
び
や
す
さ
も
あ
る
。
実
際
、「Envisioning Japanese and Chinese 

Philosophical Potentials in 21st C
entury

」「International 
Conference on N

ishida Kitaro

」
な
ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、

隣
の
マ
カ
オ
で
も
昨
秋
、
京
都
学
派
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
論
文
集
刊
行
の
き
っ
か
け
に
な
る
だ
け
で
は
な

く
、
研
究
者
の
輪
が
広
が
る
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

　
こ
の
十
数
年
間
、
天
津
南
開
大
学
の
劉
岳
兵
、
香
港
城
市
大
学
の
王
小

林
、
広
州
中
山
大
学
の
廖
欽
彬
な
ど
の
研
究
者
た
ち
が
多
く
の
実
績
を
出

し
て
い
る
が
、
教
育
現
場
で
は
日
本
哲
学
の
一
次
文
献
の
翻
訳
が
ま
だ
不

十
分
で
あ
っ
た
。
台
湾
出
身
の
廖
欽
彬
が
中
山
大
学
哲
学
科
で
教
鞭
を
執

っ
て
以
来
、
多
く
の
日
本
人
研
究
者
を
中
国
へ
呼
び
、
そ
し
て
京
都
学
派

の
中
国
語
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
実
績
が
あ
る
か
ら
、
彼
こ

そ
中
国
語
圏
に
お
け
る
日
本
哲
学
研
究
の
旗
手
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
な
お
、
彼
は
二
〇
一
九
年
の
夏
よ
り
一
年
間
ほ
ど
日
文
研
の
客
員

研
究
員
と
し
て
来
日
し
て
い
る
。

　
英
語
圏
の
研
究
成
果
を
活
用
す
べ
く
、
二
〇
一
五
年
に
劉
と
私
は
『
資

料
集
』
の
中
国
語
翻
訳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し
よ
う
と
し
た
が
、
二 

〇
一
七
年
に
は
香
港
中
文
大
学
に
てConference on Japanese 
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が
開
催
さ
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ト
を
選
定
す
る
作
業
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。
数
多
く
の
「
哲
学
」
や
「
思

想
」
が
点
在
す
る
中
、
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
四
人
の
哲
学
者
た
ち
、
す

な
わ
ち
井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四
│

一
九
九
三
）、
大
森
荘
蔵
（
一
九
二
一
│

一
九
九
七
）、
廣
松
渉
（
一
九
三
三
│

一
九
九
四
）、
坂
部
恵
（
一
九
三
六
│

二
〇
〇
九
）、
お
よ
び
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
五
人
の
哲
学
者
た
ち
、
す

な
わ
ち
柄
谷
行
人
（
一
九
四
一
│

）、
上
野
千
鶴
子
（
一
九
四
八
│

）、
鷲
田

清
一
（
一
九
四
九
│

）、
野
家
啓
一
（
一
九
四
九
│

）、
高
橋
哲
哉
（
一
九
五

六
│

）
の
テ
キ
ス
ト
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
な
お
、
枚
数
の
関
係
上
、
竹

内
好
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
七
）、
鶴
見
俊
輔
（
一
九
二
二
│

二
〇
一
五
）、

吉
本
隆
明
（
一
九
二
四
│

二
〇
一
二
）
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
割
愛
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。『
日
本
哲
学
読
本
』
の
読
者
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
限
定
し

た
「
テ
キ
ス
ト
」
か
ら
「
日
本
哲
学
」
の
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
と
っ
て

も
ら
い
た
い
。

三
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
日
本
哲
学

　
以
上
、
中
国
語
圏
（
香
港
・
中
国
・
台
湾
）
に
お
け
る
日
本
哲
学
・ 

思
想
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

に
お
い
て
は
、
国
境
を
越
え
た
研
究
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と 

思
わ
れ
る
。
近
年
、
私
は
多
く
の
研
究
者
た
ち
と
一
緒
に
『Journal of 

Japanese Philosophy

』 （SU
N
Y Press

） 

や 『Tetsugaku Com
panions 

to Japanese Philosophy

』 （Springer

）
な
ど
の
企
画
を
立
て
、
ま
た

『G
lobalizing Japanese Philosophy as an A

cadem
ic D
iscipline

）
6
（

』
と

い
う
英
文
論
文
集
を
編
集
し
、
刊
行
さ
せ
た
。

全
二
巻
）』（
聯
経
、
未
刊
行
）
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。「
読
本
」

と
い
う
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
テ
キ
ス
ト
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
膨
大
の
著
作
・
論
文
か
ら
ど
う
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
選
ん
で
い
い
の

か
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
編
集
の
方
針
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
京
都

学
派
の
哲
学
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
│

一
九
四
五
）、

田
邊
元
（
一
八
八
五
│

一
九
六
二
）、
高
橋
里
美
（
一
八
八
六
│

一
九
六
四
）、

九
鬼
周
造
（
一
八
八
八
│

一
九
四
一
）、
三
木
清
（
一
八
九
七
│

一
九
四
五
）

と
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
│

一
九
六
〇
）
の
テ
キ
ス
ト
が
欠
か
せ
な
い
も

の
と
し
て
、
収
録
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、「
日
本
哲
学
」
の

代
表
的
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
網
羅
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
た
だ

し
、「
日
本
哲
学
」
と
「
京
都
学
派
」
と
を
同
一
視
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
西
周
（
一
八
二
九
│

一
八
九
七
）、
福
沢
諭
吉
（
一
八
三

五
│

一
九
〇
一
）、
中
江
兆
民
（
一
八
四
七
│

一
九
〇
一
）、
大
西
祝
（
一
八

六
四
│

一
九
〇
〇
）、
い
わ
ゆ
る
近
代
日
本
哲
学
の
黎
明
期
の
テ
キ
ス
ト
も

積
極
的
に
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
六
月
七
日
に
西
田
は
終

戦
前
に
病
死
し
た
が
、
何
人
か
の
戦
前
生
ま
れ
の
哲
学
者
た
ち
は
戦
後
ま

で
生
き
ぬ
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
谷
啓
治
は
一
九
〇
〇
年
に
生
ま

れ
、
一
九
九
〇
年
に
逝
去
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
に
な
っ
て
多
作

の
哲
学
者
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。『
日
本
哲
学
読
本
戦
後
編
』
で
は
、

以
上
の
事
情
を
配
慮
し
、
彼
が
一
九
八
二
年
に
書
い
た
「
空
と
即
」
を
戦

後
編
に
収
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　「
戦
後
の
哲
学
」
と
い
う
の
は
い
わ
ゆ
る
「
現
代
思
想
」
と
し
て
も
把

握
で
き
る
が
、
そ
の
全
貌
は
な
か
な
か
窺
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
テ
キ
ス
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四
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
日
本
の
伝
統
思
想
を
含
む
広
い
意
味
で
の
「
ニ
ホ
ン
テ
ツ
ガ

ク
」
を
意
識
的
に
用
い
た
。
日
本
の
思
想
・
哲
学
は
日
本
の
文
化
の
一
環

と
し
て
、「
ニ
ホ
ン
テ
ツ
ガ
ク
」
が
海
を
渡
っ
て
各
地
で
展
開
し
て
い
る

の
が
事
実
で
あ
り
、「
日
本
に
哲
学
な
し
」
と
い
う
主
張
は
も
は
や
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
の
中
、
日
本
哲
学

が
海
外
に
進
出
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
行

き
過
ぎ
た
研
究
現
場
で
の
英
語
公
語
化
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
大
学
教
育

の
空
洞
化
に
飲
ま
れ
ず
に
い
れ
ば
、
世
界
哲
学
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
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（
ち
ょ
う
・
せ
い
え
ん
、
日
本
哲
学
、
香
港
中
文
大
学
講
師
）

　
国
際
会
議
に
関
し
て
は
、International Association of Japanese 

Philosophy

が
二
〇
一
八
年
の
真
夏
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
「W

orld 
Congress of Philosophy

」
の
会
期
中
に
日
本
哲
学
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
よ
り
狭
い
分
野
で
の
研
究
者
の
輪
が

で
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
際
高
橋
里
美
研
究
会
が
発
足
し
て
い
る
。
日

本
哲
学
を
発
信
す
る
土
台
の
整
備
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
広
域

研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
哲
学
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（European N

etw
ork of Japanese Philosophy

）
が

発
足
し
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
パ
リ
・
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
な

ど
で
年
次
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｊ
Ｐ
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ

れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
者
だ
け
の
集
い
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
多
く
の
学
者
も
自
由
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
昨
年
の
大
会

は
真
夏
に
南
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
の
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
学
文
化
交
渉

学
教
育
研
究
拠
点
（ICIS

）
が
運
営
す
る
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
」
で

は
、日
本
学
の
研
究
者
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
が
、近
年
、日
本
哲
学
・
思

想
の
発
表
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
哲
学
の
専
門
誌
『Journal 

of East A
sian Philosophy

』
の
発
刊
と
国
際
組
織
「International 

Society for East Asian Philosophy

」
の
創
立
の
動
向
に
注
視
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
歴
史
や
言
語
の
問
題
で
出
遅
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
研
究
者
の
輪

を
さ
ら
に
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


